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された。乳管内成分の超音波診断は 12人（false negative）に対しては過小評価，3人（false positive）に
対しては過大評価が認められた。超音波の感度，特異度，精度はそれぞれ 57.1％，84.2％，68％であった。
MRIは 28人の広域乳管内成分陽性患者のうちの 14人（true positive）と，19人の広域乳管内成分陰性患者






























Clinical Radiologyならびに The Breast Journal（2005年）に掲載されており，乳癌の診断および治療の発展
に寄与する貴重な研究といえる。
　よって，著者は博士（医学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
